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３月 20日、脱原発を訴える「いのち守れ！ 

フクシマを忘れない さようなら原発全国集会」

が東京都渋谷区の代々木公園で開催された。 

当日は天候にも恵まれ、11,000名もの労働者、

市民が結集し、ＪＲ総連は 200名が参加した。 

 福島原発事故から６年が経過したが、福島で

は８万人近い被災者が、いまも苦しい避難生活

を強いられている。今集会では特に、今月末に

住宅支援が打ち切られる避難指示区域外の避難

者らの窮状が報告された。 

 第２部の集会の閉会挨拶で、ルポライターの

鎌田慧さんは「福島第一原発事故を巡り国と東

電の賠償責任を初めて認めた 17 日の前橋地裁

判決は、これから全国に広がり、再稼働にも影

響する。最後の一押しをするのは私たちの運動

だ」と力強く訴えた。 

集会終了後、参加者は原宿コースと渋谷コー

スに分かれてデモ行進を行い、ＪＲ総連は３連

休の最終日で賑わう原宿コースで「脱原発！」

「安倍政権の暴走を止めよう！」と訴えた。 

ＪＲ総連は、子どもたちが安全で安心して暮

らせる社会を実現していくために、すべての労

働者・市民と連帯して、脱原発と反戦・平和の

たたかいを推し進めていく。 
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